
「
岡
目
一
目
」

　

か
つ
て
就
活
学
生
に
と
っ
て

古
典
的
名
著
だ
っ
た
笠
信
太
郎

の
『
も
の
の
見
方
に
つ
い
て
』

と
い
う
本
が
あ
る
。
有
名
な
一

節
が
「
イ
ギ
リ
ス
人
は
歩
き
な

が
ら
考
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
は

考
え
た
後
で
走
り
出
す
。
ス
ペ

イ
ン
人
は
走
っ
て
し
ま
っ
た
後

で
考
え
る
」
だ
っ
た
。

　

そ
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
Ｅ
Ｕ
離

脱
で
も
め
て
い
る
。
岡
目
で
見

て
い
る
と
、
国
民
投
票
に
走
っ

て
し
ま
っ
た
後
に
、「
さ
て
ど

う
し
よ
う
か
」
と
今
考
え
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
女
性
の
メ

イ
首
相
が
ど
う
で
る
か
。
イ
ギ

リ
ス
に
は
鉄
の
女
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

元
首
相
の
前
例
が
あ
る
。

　

対
す
る
Ｅ
Ｕ
側
の
実
力
者

は
、
ド
イ
ツ
の
こ
れ
ま
た
女
性

の
メ
ル
ケ
ル
首
相
。
い
い
勝
負

に
な
る
。
メ
ル
ケ
ル
さ
ん
は
ベ

ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
と
き

に
東
ド
イ
ツ
の
人
だ
っ
た
。
修

羅
場
を
く
ぐ
っ
て
き
て
い
る
。

　

も
し
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が

ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
に
な
っ
た

ら
、
世
界
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

三
つ
巴
戦
。
な
ん
て
無
責
任
に

言
っ
て
い
る
間
に
、
リ
オ
五
輪

も
終
わ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
女
性

の
新
東
京
都
知
事
は
、
次
の
五

輪
に
向
か
っ
て
ど
う
歩
く
の
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

「明日は正月」 大門 孝藏

日
本
板
画
院
東
海
支
部

高
山
展 

開
催

　

高
山
市
民
文
化
会
館
に
お
い

て
、
日
本
板
画
院
の
東
海
支
部
高

山
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
板
画
院
は
、
昭
和
二
十
七

年
に
棟
方
志
功
の
呼
び
か
け
で
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
東
海
支
部
高
山

展
は
、
六
回
目
の
開
催
と
な
り
、

昨
年
は
三
日
間
で
約
六
百
人
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
海
支
部
（
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
）
の
二
十
五
名
の
作

品
及
び
、招
待
作
家
北
陸
支
部（
富

山
・
石
川
）
の
二
十
四
名
の
作
品

を
展
示
し
、
大
門
孝
藏
氏
を
は
じ

め
高
山
市
在
住
の
作
家
の
作
品
も

展
示
し
ま
す
。
展
示
数
は
約
五
十

点
で
、
第
六
十
六
回
板
院
展
（
東

京
上
野
美
術
館
）
の
作
品
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
日
時
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

九
月
二
日
（
金
）
～
四

　

日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午
後
五

　

時
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
大
会
議

　

室
◇
入
場
無
料

高山市制80周年と新高山駅舎完成を記念して、11月1日（火）～3日（木・祝）
に開催する飾り物展の作品を募集します。
◇テーマ　①市制80周年記念祝賀 ②新高山駅舎完成
◇資  格　市内の町内会や同好会、または市内在住の個人
◇点  数　一団体（個人） 1点

※展示数に限りがあるため、先着順にて締め切り
◇規  格　幅100センチ×奥行90センチに収まること
◇応  募　文化会館窓口にて配布の応募用紙に、必要事項を記入の

上、10月15日（土）までに、同窓口へ提出
◇搬  入　10月29日（土） 午前10時～午後7時
◇搬  出　11月3日（木・祝） 午後4時～5時

［飾り物展日程］
◇日  時　11月1日（火）～3日（木・祝）　

午前9時～午後5時
　　　 　 （最終日は午後4時まで）
◇会  場　文化会館4階和室
◇入場無料

市制80周年記念 飾り物展
作品募集

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
高
山

市
出
身
で
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
に
在
住
の
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
村
上
敦
氏
を
お
招
き
し
、
飛

騨
高
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

第６回 

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
文
化
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
、
高
山
市
文
化
伝
承
館

に
お
い
て
「
道
伝
え
の
日
」
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
松
尾
芭
蕉

の
命
日
（
旧
暦
十
月
十
二
日
）
近

く
に
「
芭
蕉
忌
句
会
」
を
開
催
す

る
た
め
、
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

句
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◇
出
句　

兼
題
句
「
芭
蕉
忌
」
及

　

び
当
季
雑
詠
句
（
秋
・
冬
）
各

　

一
句
。
た
だ
し
、
当
季
雑
詠
句

　

に
は
「
駅
」
の
字
を
詠
み
込
ん

市
制
七
十
周
年
の
飾
り
物

　

で
く
だ
さ
い
。

◇
応
募　

作
品
二
句
と
住
所
、
氏

　

名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、ハ
ガ

　

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
当
協
会
へ

◇
締
切　

十
月
二
十
日
（
木
）

［
句
会
］

◇
日
時　

十
一
月
十
九
日
（
土
）

　

午
後
一
時
か
ら

高
山
と
ド
イ
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

～
ま
ち
の
賞
味
期
限
と
活
性
化
に
つ
い
て
～

文
化
協
会
　
講
演
会

◇
日
時　

十
月
十
六
日
（
日
）

　

午
後
開
催
予
定

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料
（
要
整
理
券
）　

※
整
理
券
は
、
文
化
会
館
窓
口
で

十
月
一
日
よ
り
配
布
し
ま
す
。

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　
　
　
　
（
城
山
号
砲
平
下
）（仮）

道
伝
え
の
日

芭
蕉
忌
句
会
俳
句
募
集

「
鶴
亀
」

「
提
灯
行
列
」



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

上
村
松
園
と
美
人
画
展

◇
日
時
　
九
月
九
日
（
金
）
～

　
十
二
月
六
日(

火)

◇
会
場
　
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金
　
入
館
料
が
必
要
　

第
十
一
回　

菁
風
会
温
習
会

◇
日
時
　
九
月
十
一
日
（
日
）

　
正
午
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

Ｔ
Ｐ
Ｃ
高
山
写
真
ク
ラ
ブ 

写
真
展

◇
日
時
　
九
月
十
六
日
（
金
）
～

　
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午

　
後
六
時（
最
終
日 

午
後
五
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
展
示
室

◇
入
場
無
料
　
　

五
十
五
周
年　

東
流
舞
踊
公
演

◇
日
時
　
九
月
十
七
日
（
土
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

さ
わ
ら
び
会　

書
展

◇
日
時
　
九
月
二
十
四
日（
土
）～

　
二
十
五
日（
日
） 

午
前
十
時
～
午

　
後
五
時（
最
終
日 

午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
大
会
議
室

◇
入
場
無
料

創
立
四
十
五
周
年
記
念 

翔
山
会

能
楽
大
会

◇
日
時
　
九
月
二
十
五
日
（
日
）

　 

午
前
九
時
三
十
分
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

　高山市文化協会では、毎年会員を対象とした研修旅行を開催
しています。今年は、奈良国立博物館で開催される「正倉院展」と
飛鳥の古代遺跡を巡る旅行を企画しました。多数の参加をお待ち
しております。
　参加お申し込みは、当協会事務局まで。

◆日　　程　10月24日（月）～25日（火） 1泊2日（奈良市内宿泊）
◆参 加 費　お一人30,000円（予定）
◆申込方法　所定の用紙に記入の上、事務局へ提出（郵送・FAX）
◆申込期限　9月30日（金）
◆定　　員　25名（先着順で締め切ります）

『奈良国立博物館
　「正倉院展」と
　　飛鳥の遺跡』

会員研修旅行を開催


